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　私 た ちの 社会が 経済的 な指標に基づ い て 階層化 されて い る こ とは ， 社会学的な見地

か ら見て すで に 自明 の こ と と され て い る 。 また ，
こ の よ うな集団分類 に 基づ く社会分

析 に よ っ て ， 近代社会の 様 々 な特質 が明 らか に され て きた a と も否定で きない 。 さ ら

に は多 くの 社会 に お い て ， 階級 ・階層差 の 水平化や地位移動の 開放性 を高め るため に

多大な努力が払われ て きた こ とも事実で ある 。 しか し， 今 日の 社会 にお い て 現出 して

い る集団問の 摩擦 の 多 くが，直接的に は階層間の 摩擦で はな く，人種や民族を始め と

す る 「生まれ」 に 由来す る集団間の 摩擦で あ る こ とは否定で きな い 。

一般的に 「生 ま

れ 」 に 基づ く層化は ， 前近代的社会 の特質で ある とされ て きたが ， 近代市民社会の成

立以降に お い て も， 数多 く の 社会で 人種や民族間の 不平等が根強 く残存して きた と い

う事実 は ， む しろ こ の 問題を近代社会の 特質の ひ とつ と して と らえ る必要性 を訴えて

い る よ うに ， 筆者に は思われ るの で あ る 。

　本稿の 対象で あ る部落問題は ，
こ の よ うな近代 の 再検討 と い う観点か ら見て ， 極め

て 典型的で 重要な事例で あ る。 従来部落問題 は，「封建 制の 残滓」 で あ る と か 「資本

主義的搾取関係の 特殊形態」 で ある とか の解釈 に委ね られて きたが ，
こ れ らの解釈 は

い ずれ も，部落問題 と総称 され る社会現象 を， 近代社会の
一

般法則に は あて は ま らな

い 例外的な存在だ と と らえて い る こ と で は共通 し て い る 。 しか し ，
こ の よ うな考 え方

で は， い わ ゆ る 「解放 令」
ω

以 降 120年 に もわ た っ て 部 落問題が な に ゆ え残存 し て き

たか を説明 す る こ とが で きない ばか りで な く， 今 日 の 社会構造が こ うした問題 を生み
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出す メ カ ニ ズ ム を備えて い る可能性を追求す る努力 に蓋を して し ま うとい うこ とに な

りかね な い
。 部落問題が ， 近代社会の どの ようなメカ ニ ズ ム に よ っ て 生成 されて きた

の か を追究す る こ と に よ っ て，近代社会が経済的な指標 に基づ く階層化 とは 異 な っ た

層化の シ ス テ ム を有 して い る こ とを明 らか にす る こ とがで きるか もしれ な い
。

　ア メ リカ の 入類学者で あ るオ グ ブ （Ogbu ，
　J。hn　U ．）は ，

こ の よ うな観点か ら部落

問題を見る こ と に 対 して ， 少 なからぬ示唆を与えて くれて い る。 彼 は ， ア メ リ カ 内外

の マ イ ノ リテ ィ グル ー プの 教育達成 rc関す る ク ロ ス カ ル チ ュ ラル な研究 を通 じて ， 先

進社会 とい われ る社会 に お い て も， ア ウ トカ ー ス ト的地位 を占め るマ イノ リテ ィ が 少

なか らず存在 して い る こ と を再発見 して い る。 そ して ， こ う した カ ー ス トラ イ ク ・ V

イノ リテ ィ を社会的 ・ 経 済的に 低位な地位 へ と強制す る カ
ー

ス トバ リア
ーが存在 し，

それ を正当化す る イデオ ロ ギ
ーや神話 ・ 俗説が存在 し ， そ う したバ リア ーに対 し て V

イノ リテ ィ が集団 と して 対抗的な感情を募 らせ る こ と に よ っ て ， ア ウ トカ ー ス ト的地

位に 適応 して い くと い うの で あ る 。 従 っ て オ グブ は，近代社会 の 中に も 「カ
ー

ス ト的

層化」 の メ カ ニ ズ ム が働 い て い る と見 る の で あ る。

　本稿は ， こ の よ うなオ グブの理 論に依拠 しなが ら ， 部落問題 を事例 と して ， 教育達

成 とい う近代 社会に お け る主要 な地位移動 シ ス テ ム が ， 「生まれ に よ る属性」 を どの

ように扱 うか とい う問題 に つ い て ， 検討 した い Q

2 ． マ イ ノ リテ ィ の 教育達成

〔1｝ マ イ ノ リテ ィ 間の 教育達成の違い

　マ イ ノ リテ ィ と い う概念 は ， 少数派 と い う数 の うえの 問題で は な く， 「支配 （domi −

nant ）
一被支配 （subordinate ）」 と い う関係 を含む もの と して扱 われ て き た こ とは周

知の こ とで あ る 。 ギ ブ ソ ン （1991） は人 類学的観点 か ら， マ イ ノ リテ ィ の 定義 に ，

「偏 見や差別 に よ っ て 不利益 を受 ける こ と」 と 「独 自の 集団的ア イデ ン テ ィ テ ィ を保

持 して い る こ と」 を加 えて い る 。 こ の よ うな定義に従 っ て マ イ ノ リテ ィ に 分類 され る

集団は数多 く， それ ぞれ が ホ ス ト社会の なか で 抱えて い る問題 もま た多様で あ る 。 以

下 ， 教育達成の 問題 に 絞 っ て マ イノ リテ ィ の 多様性に つ い て 見て み よ う。

　1964年 に コ
ー ル マ ン ら に よ っ て ア メ リカ で 行 わ れ た r教 育機会 均 等調 査 』

（Coleman　 et　 al．1966）で は ， 黒人 の 他 に も多 くの 人種的 ・民族 的下位集団が 取 り

上 げられ て い る 。 こ れ に よれ ば ， 黒人 ・ メキ シ コ 系ア メ リカ 人 ・原住 ア メ リカ 人 （ア

メ リカ ン
・イ ン デ ィ ア ン ）は，標 準 テ ス トの 得点平均が 白人 よ りも下回 っ て い た の に

対 して ， 日本系や 中国系な ど の ア ジ ア系の 移民 は そ れ を上 回 っ て い た と報告 され て い
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表 1　 アメリカにおける人種 ・ 民族
’
別 にみ た年齢別 在学 率

　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 　　（19SO年）

年齢

18− 1920 − 2122 − 2425 − 34

中国系 83．974 ．050 ．72L9

日本系 77．06L638 ．914 ．6

韓国系 77，754 ．830 ．513 ．2

イ ン ド系 72，054 ．3392143
ベ トナ ム 系 66，647 ．537 ．822 ．4

キ ュ
ーバ 系 65．144 ．828 ，512 ．7

フ ィ リピ ン系 62．738 ．320 ．2 9．6

白人 53ユ 33．617 ．4 8．5

黒 人 51．728 ．415 ．9 9．6
ハ ワ イア ン 42．221 ．713 ．5 73

プエ ル トリ コ 系 41．821 ．713 ユ 8．0

メ キ シ コ 系 39．218 ．911 ．6 72

ア メ リカ ン イ ン デ ィ ア ン 38．219 ．312 ．7 8．8

ア メ リカ 連邦統計 局 1983 （Gibson　1991，p ．360）

る 。 第 2 次大戦中の 日本人強制収容所の 例 にみ られ るよ うに ， ア ジア 系の 移民 も黒人

と同様に ，か な り厳 し い 差別 と偏見に さ らされて きた こ とは事実で あ るが ， に もか か

わ らず ， すで に 60年代に お い て ， 学校教育の 中で こ れ らの マ イノ リテ ィ はか な りの 成

功 をお さめ て い た こ とが示 され て い る。

　また，同 じ白人で も， そ の 主流を占め て い るの は開拓期の 移民で ある北西部 ヨ
ー

ロ

ッ パ 系の 人 々 （い わ ゆ るア ン グ ロ ・ ア メ リカ ン ）で あ る こ とは よ く知 られ て い るが ，

19世紀末か ら20世紀の 初頭 に か けて 大量に ア メ リカ社会 へ と流入 した南部 ・ 中部 ・東

部 ヨ ー ロ ッ
パ 系の 移民 もまた ， 流入 の 当初は厳 しい 差別 と偏見 に さ らされ ，

・
低 い 社会

的 ・ 経済的地位 に お としめ られ て い た。 リーバ ー ソ ン （1980）に よ るこ れ らの 新白人

移民 と黒人 の 地位移動の 比較研究 に よれ ば ， 1920年 にお け る平均就学年数は， 外国生

まれ の 白人で 8．9年 ， 黒入で は8．2年で ， すで に こ の 時点で 新白人移民が 黒人 を土 回 っ

て い た こ とを報告 し て い る （Lieberson　1980
，
　p」 28）。 また ， 60年 に は ， 新白人移民

の 平均就学年 数 は， ア ン グ ロ ・ア メ リカ ン を も上 回 る に 至 っ た とい う （ibid．　 pp．

125−132）o

　表 1 は ギ ブ ソ ン （1991）に よる， 1980年の 人種 ・民族集団別 に み た年齢別在学率で

ある 。 こ れ を見れ ば ， 申国系 ， 日本系 ， 韓国系な どア ジ ア系移民 の 高等教育進学者の

割合が非常 に 高い こ とが わ か る 。 逆 に ， 黒人や ハ ワ イ ア ン な どで は ， 18− 19歳の 段 階

で すで に学校教育か ら離脱 し て い っ た者が 白人 よ りもか な り多 い
。
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　これ らの 調査 ・統計に よ っ て ， 同 じよ うに マ イ ノ リテ ィ に分類 され る集団で あ っ て

も， 教育達成 とい う観点か らみれ ば ， 互 い に か な り異な っ て い る こ とがわ か る 。 さら

に は ，
1920年代の 斬白人や今日の ア ジア 系移民 の 教育達成動向を見れ ば， こ れ らの マ

イ ノ リテ ィ が ， その 地位移動の 手段 と して 教育を重視 して きた こ とは明瞭で あ る 。 そ

れ に対 して ， 黒人 ， メ キ シ コ 系ア メ リカ人 ， 原住 ア メ リカ人 などで は ， 地位移動の手

段 と して 教育が それ ほ ど重視 されて こ なか っ た こ とが示唆 され て い る。
V イ ノ リテ ィ

間の こ の よ うな教育達成上の 違 い は ， ホ ス ト社会 へ の 参入 の 初期 の段階で は い ずれ も

低 い 社会的 ・経済的 な地位に あ りなが ら ， 学校教育 を通 じ て 篥団 と して の 地位の 上昇

を果 た しえ た グル ープ と ， そ うす る こ との で きな か っ た グ ル ープが ある こ とを示 して

い る 。 こ の こ とは，社会的 ・経済的地位 とい う階層的要因が ，
マ イ ノ リテ ィ の 集団 と

して の 教育達成 の 向上 を規定す る もの で は なか っ た こ とを も示 して い る。

　さて ， H 本の 被差別部落民
（2）

（以下 部落民 とい う）は，近代 日本の 社会の 中で 偏

見や 差別 に よ っ て 著 し い 不利益 を受 けて きた マ イ ノ リテ ィ で あ る こ とは疑 い の な い こ

とで あ る 。 ま た， ス テ ィ グ マ タ イズ され た集団で あ る だ けで は な く， 水平社運動 な ど

に見 られ る よ うに 、 集団の 利益や文 化の 擁護を主張 して きた こ と も事実で あ り， 「集

団的ア イデ ン テ ィ テ ィ を保持 して い る」 と い うギ ブ ソ ン の 定義か らみ て も，
V イ ノ リ

テ ィ で ある と い う こ とが で きよ う。 さらに は ， 以 下に み るよ うに ，そ の教育達成の 動

向か ら考 えれ ば， ア メ リカ の 黒人 ・ メ キ シ コ 系ア メ リカ人 の パ ター
ン と非常 に似通 っ

た タ イ プの マ イ ノ リテ ィ で あ る こ とが わ か る。 そ こ で 次 に ， 日本の 部落民 の 戦後の 教

育達成の 推移 に つ い て 見て み る こ とに し よ う。

（2） 部落民の 教育達成

　文部省発表 に よ る全国の 被差別部落の 高校進学率 を見 る と （図 1 ）， 1963年の 時点

で は総進学率が 66．　8％で あ るの に 対 して ， 部落子弟 の 進学率は30．　0％ とな っ て お り，

後者の 高校進学率が全体 の 約半分で しか なか っ た こ とが わか る 。 1960年代 に 至 る高校

進学率 の こ の よ うな大 きな格差 は ， 府県別の 統計 に も示 され て お り， 高校進学率 を指

標 と して み た場 合の 部落民の 教育達成水準の 向上 は ， か な り最近 に な っ て 起 こ っ た こ

とで あ る こ とが わか る 。

　 1960年代 か ら70年代前半 に か けて ， 部落子弟の 高校進学率 は ，

一．
般 の 進 学率 の 伸 び

を上 回 る ペ ー ス で 伸び続 け るが ， 1975年 を ピー ク に ，

一一
般 との 問 rc　2 か ら 10ポイ ン ト

の 格差 を残 した まま横ば い に 転 じ，今 日に 至 っ て い る 。 こ うした 推移は どの 府県の 統

計に お い て も基本的 に 同じで あ る 。 これ らの 統計が 西 日本に 偏 っ て い る とは い え，府

県 を超 え て 同 じ パ タ ー
ン が 見 られ る こ とは ， 何 ら か の 共通 した要因が 働 い て い る こ と
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図 1 部落生徒の 高校進 学率
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図 2　部落生徒の高校種別進学率 。 中退率

を示 して い る 。 さらに は ， 1975年以降 ， 部落子弟 と
一

般 との 格差 が 2 か ら 10ポ イ ン ト

程度を保 っ た まま ， すで に 15年以圭 に もわ た っ て 横ば い 状態を続けて い る こ とは ， 部

落民の 教育達成を規定す る非常 に 根強い 潜在的構造が存在 して い るこ とを示唆 して い

る。 また ， 図 2 で 見 る よ うに ， 高校種別の 進学率が 部落 と
一

般の 問で か な り異 な っ て

い るこ とや ， 部落子弟の 高校中退率が高 い こ とな どを考えれば ， 高校進学率の 背後に

は ， もっ と大きな格差が潜ん で い る と考 え るの が 妥当で あろ う。

　次に大学進学率を見て み る と （図 3 ）， 府県に よ っ て か な りの 違い は あ る もの の ，

高校進学率以上 に 大 きな格差が見られ る こ とは明白で あ る 。 大学進学率に お い て さ ら

に 重要なこ とは ， 高校進学率 の 推移 に 見 られ た よ うな ， 1975年の ピー クへ と向か う格

差の 縮小期が 見 い だ せ な い こ とで あ る。 広島県や 京都府 の 統計に お い て や や そ う した

傾向はみ られ る もの の ， 他 の 府県で は見 い だ せ な い
。 そ   結果 ， 表 2で 見 る よ うに 20

代 に お い て も高等教育進学者の 割合が
一
般の 半分程度 とな っ て お り， 若年層に お い て

も部落民 と一般の 問の 高等教育進学者の 割合が著 し く異な る と い う事態 を生 んで い

る 。

　 これ ら の 教育達成水準 に関す る データ は ，
い ずれ も部落民 と

一
般 と の 間 に は著 しい

格差 が存在 し て お り， ま た こ の 格 差 は，少 な くと も1975年以 降は 固定化 し て い る傾 向

が 見 られ る こ とを示 し て い る 。 学 校教育はい うまで もな く社会移動の 主 要なル ー トで

あ る が ， 教育達成水準 の こ の よ うな格 差が ， 部落民の 低 い 社会的 ・ 経済的地位 を再生

産す る要因 とな っ て い る こ とは ， 推察 に 難 くない 。
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当該年度 の 大学 入 学者 数 を 3 年前 の 中学卒業者数 で 除 した もの

。

　　　　　 図 3　 部落生徒の大学進学率
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「部落」 マ イ ノ リテ ィ と教育達成

表 2　 部落民 と一般の 年代別 学歴構成 （大阪府）

年代

不就学 ・

　小 中退

部落　
一

般

義務教育

卒業程度

部落
一

般

　 高校

卒業程度

部落 　
一

般

　 短大

卒業程度

部落 一般

　 大学

卒業程度

部落　一般

60以上

40− 5930
− 3920
− 29

18．7　 0，7

6．5　 0．1

0．4　 0．1

0．1　 0．0

69．9　 49．2

71．3　 30。0

33．7　 11．2

20、8　 7．3

9．6　 37．8

18．4　 50．7

45．8　 47．5

57．4　 51．4

LO 　 5．1

L6 　 5 。5

10．6　 14，9

13．7　 22．7

0．8　 4 ．8

2．1　 11，6

9．5　 24．1

8．0　 16．8

　　 （部落）大阪府 『同和対策事業対象地域住民生活実態調査報告書』， 1991
　 　 （

一
般〉総務庁統計局 r平成2年国勢調査抽出速報集計結果』，1992よ り作成

　 こ の よ うな教育達成水準の 低 さは，従 来は部落民 の 経済的困 難 に よ っ て 進学 を断念

せ ざ るを得な い もの が 多い こ とに 由来す る もの だ と
一

般 に 説明 され て きた 。 その よ う

な推察に i基づ い て ， 1966年か ら経 済的に 困難な部落生徒 に対 して 進学奨励費が 支給 ・

貸与 されて い るが ， 実際 に高校 ・大学進学率の 推移に進学奨励費が イ ン パ ク トを与 え

た形跡は見られ ない
。 したが っ て ， 教育達成水準の 格差を生み 出 して い る 直接的な原

因は，入学金や授業料以 前に 必要 と され る もの ， すな わ ち部落生徒 と一般生徒の 問の

学力格差で あ る と考 え られ る 。

　そ こ で ， 部落子弟の 学力の状況に つ い て 見て み よ う。

　学力水準の 推移を示唆す るデ ータ として ，まず，津山市民主教育協議会 （1982）の

行 っ た調査を紹介 して お きた い
。 こ の 調査で は ， 岡山県津山市内の 25の 被差別部落を

対象に ， 1961年度 ， 69年度 ， 81年度の 中学 2年生全員の 成績評定 （相対評価）を利用

し て
， その 推移に つ い て 報告 して い る 。 年度に よ る評定配分が 異な っ て い るた め ， 部

落生徒 が各評定中に 占め る割合 （実測値）を各 年度の 評定配分 （理 論値）で 割 る とい

う手続 きに よ っ て ， 全体の 分布 と部落生徒の 分布の ずれ を見て い る。 その 結果が図 4

で ある。 こ の 図 は左 か ら順 に評 定 5 （高達成）か ら並 べ て あ るの で ， 各年度 に お い

て ， 部落生徒の 達成が 全体 よ りも高 い 場合 は左上 が りに ， ．逆の 場合は 右上 が りに ， 同

水準で あれば横
一

直線 に なる はずで ある 。

　結果 を見れ ば ， 美術 ・ 技術 ・体育を除 くすべ て の 教科に お い て ，
い ずれ の 年度 も右

上 が り とな っ て お り，
ユ961年度か ら81年度まで の 20年の 間に ，部落生徒の 相対的学力

水準は ほ とん ど変わ っ て い な い こ とを示 して い る 。 この 調査は局所的 なもの で あ る と

は い え ， 同和対策事業の 実 施前 と ， 実 施後か な りの期 間を経 た後の 学力水準を比較 し

て い る点 で 貴重で あ る 。 こ の 期間は ， 部落子弟 と全体 との 高校進学率の 格差が 急速 に

縮小 した時期で あ る こ と も思 い 返 して 頂 きた い
。 また ， 学力格差の 度合い も， 図の 直

線の あ り方か ら し て ， 深刻 な もの で ある こ とは明 瞭で ある 。 部落生徒の 相対的学力水
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津山 市民主 教育協議会調査部 1982，p．15

　　　　　　　　　　 図 4　津山市の 部落生徒の 成績評定の 推移

準の 低 さが ， 高校進学率の 上 昇 とは裏腹に 維持 され て い た こ と を ， こ の 調査 は 明瞭に

示 して い る 。

　次 に，最近 行われ た府県規模 の学 力調査の 結果 に つ い て 概観 して み よ う。 近年相次

い で 部落児童 ・ 生 徒 の 学 力 に 関す る府県規模 の 調査が 行わ れて い る （高知 県 1987 ；

徳島県 1991 ；大阪府 1990 ；福岡県 1992）。 図 5 は徳島県の 調 査 の ， 小学 6 年の 国語

科 の テ ス トの 正答率分布で ある 。 部落児童の 学力分布は 明らか に
一

般生徒の それ を下

回 っ て い る。
こ れ ら の 調査 は い ずれ も異な っ た時期 に 異 な っ た種類 の 学力検査 を使用
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　　 小学校 6 年国語 の 正答率分布 （徳島県 1991）
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　　　　　　　　　　　　　 図 5　部落児童の 学力分布

して お り， 相互 に比 較す る こ とは不可能で あ り，
これ らの結果 だ けで は今 日の 部落の

子ど もの 学力水準に つ い て 絶対的な評価 は下せ な い 。 しか し， い ずれ の 調査に お い て

も， 部落児童 ・生徒 の 方が 低 い 得点 に偏 っ て い る こ とで は一貫 して い る。 鍋 島 （1991

a ）は，戦後行われ た部落児童 ・ 生徒 を対象 と した88の 学力検査の 結果 に つ い て 再検

討 して い るが ， 漢字の 読み 書きや基本的な計算力と い っ た比 較的簡単 な調査 に お い て

部落児童 ・ 生徒が
一

般 を 上回 る事例が い くつ か 見 られ る他 は，戦後一貫 して 部落児童

・ 生徒の 学力 は ，

一
般 の そ れ を下回る結果 とな っ て い る 。

　上記の進学率お よび学力調査 の 結果 を総合すれ ば ， 高校増設等の進学機会の 構造的

変化 に よ る部落子弟の 達成水準の 向上 は ある程度見られ る もの の ，相対的な学 力水準

の 向上 を裏付 け るデー タ は見い だ し難い 。 こ の こ とは むろん ， 非識字状況の 改善な ど

絶対的 な学力水準 の 変化が 生 じて い るこ とを否 定す る もの で は な い
。 ま た ， 絶対的な

学力水準の 向上 や ， 構造的な変化 に よる達成水準の 向上 が部落民 の 社会的地位を全 く

変え なか っ た と い うこ とで もなか ろ う。 しか し ， 相対的な学力水準が変化 して い な い

とい うこ とは ， 進学率等の 教育達成水準を媒介 に して ， 部落民の 社会的 ・経済的地位

の 相対 的 な低 さが再 生産 され続 けて きた こ とを意味 して い る。 戦後 日本の 教育 シ ス テ

ム は そ の 機会均等の 理念 に もか か わ らず ， 終戦直後の 部落民 の カ ー ス ト的地位を ， 学

校 に お け る個人 の 努力 を通 じた地位移動 に よ っ て 変化 させ る もの で は な か っ た こ と

を ， これ ら の 結果は意味 し て い る の で あ る 。 裏返 して 言 えば， 進学率や学力調査の 数
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字の 上 か らは ， 学校教育 と い う近代的地位移動 シ ス テ ム を利用 して そ の カ ー ス ト的地

位を打破す る と い う地位移動 の あ り方 は ， ア メ リカ の 黒人 や メ キ シ コ 系ア メ リカ人等

と同様に ， 部落民 に もみ られ ない と い うこ とで ある 。

3． マ イ ノ リテ ィ の タイポ ロ ジ
ー

｛1） オグブに よ るマ イ ノ リテ ィ の タイポ ロ ジ ー

　すで に み た よ うに ，
マ イ ノ リテ ィ に 分類 され る諸 々 の 集団 の 問 に も ，

「教育達成」

とい う観点か らだ けで もか な りの 違い が あ るこ とは明白で あ る 。
「従 っ て ， 必要 と さ

れ て い る の は ， 意味の あ る比 較を行 うため に ， 黒人が どの よ うなマ イ ノ リテ ィ グ ル ー

プ を代表 して い るの か を特定す る こ とで あ る。 マ イノ リテ ィ グ ル ー プは， ドミナ ン ト

グ ル ープ と の 相違 と同 じくら い に 相互 に異 な っ て い るか も知れ な い の で あ る。 （Ogbu

1978，　p ．22）」

　 との よ うな問題意識か らオ グブ は ， ア メ リカ国内外の マ イ ノ リテ ィ に関す る ク ロ ス

カ ル チ ュ ラ ル な研究を行い ， 初期 に お い て は ， 以下の よ うなV イ ノ リテ ィ の タ イポ ロ

ジ ー を 示 し て い る （Ogbu 　 1978）。 1）自 律 的 マ イ ノ リ テ ィ （autonomous

minorities ）：偏見に さ らされ る こ とは あ っ て もホ ス ト社会 へ の 参入 の 初期 か ら必ず

しも低 い 社会的 ・ 経済的地位 を占め て い な い もの （ア メ リカ に お ける Jew，
　 Amish

，

Morm ・ns 等）。 2）移民 マ イ ノ リテ ィ 〈immigrant　 minorities ）：近代的 な地位上昇 シ

ス テ ム を利用 して ， 集団全体 と して 地位の 上昇を果 た した集団 （ア メ リカ に お ける ヨ

ー ロ ッ パ 系 ・ ア ジア 系 移民 な ど）。 3）カ ー
ス トラ イ ク ・ マ ・f ノ リテ ィ （castelike

minoritieg ．）：学 校教育な どの 地位上 昇 シ ス テ ム に接触 して い る よ うに 見えなが ら も，

集団全体 として の 地 位の 上昇を果 たせ ない で い る タ イ プの マ イ ノ リテ ィ で あ る （ア メ

リカ の 黒人 ， ア メ リ カ ン イ ン デ ィ ア ン
， メ キ シ コ 系 ア メ リカ人 ，イ ギ リス の 西イ ン ド

人 ，
ニ ュ

ージー
ラ ン ドの マ オ リ族 ， イ y ドの 指定 カー ス ト， イ ス ラ エ ル の 東洋系ユ ダ

ヤ 人 ， 日本の 部落民 など）。

　 こ の ク ロ ス カ ル チ ュ ラ ル な研究 に よ っ て ， オ グ ブ は ， ア メ リカ の 黒入 と同 じよ う

に，学校教育を通 じて 地位上 昇を果た せ て い な い 集団が 世界的 に か な り多数見 られ る

こ とを再発見 した。 また ， こ の よ うなタ イプの マ イ ノ リテ ィ が ， そ れ ぞれ の ホ ス ト社

会 に お い て ア ウ トカー ス ト的地位 を占め て い る と い う共通性 を見出 し たの で あ る 。 イ

ン ド社会 にお い て 典型的 に み られ る 「カ ー
ス トシ ス テ ム 」 と， ア メ リカ の黒 人 の 地位

移 動 パ タ ー ン の 類 似性 は ， ミ ュ ル ダ ー ル （Myrdal 　 1944），
ベ レ マ ン （Berreman

1960）な ど ， 早 く か ら多 くの 人 々 に よ っ て 指摘 され て い た が ， 近代社会 に お い て もカ
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一
ス トシ ス テ ム と同様の 「カ

ー
ス ト的層化 （castelike 　 stratification ）」 が あ るこ と に

つ い て ， 精緻な理論化 を行 っ たの は お そ ら くオ グ ブ が最初で あ ろ う
（3）

。 従来ア メ リ

カ の 黒人 と 日本 の 部落民 に 見 られ る社会現象が ， 多 くの 点で 類似 し て い る に もか か わ

らず ，

一
方は 「人種」 に 由来す る問題で あ り，他 方は 「封建的身分」 に 由来す る問題

で ある とい う大 きな違 い が ， 両者 を同 じ基盤で と らえ る こ とを阻ん で きた。 こ の 壁を

乗 り越 え る試み と して は ， デ ヴォ ス と我 妻 （De　 Vos ＆ Wagatsuma 　 1967）が部落民

を 「見え ざ る人種 （invisible　 race ）」 と表現 した こ と に見 られ るが ， 日本の 側で ，部

落民 を 「人種」 の 問題 と して 象徴的 に表現す る こ とに 対 して さえ も感情的 な違和感が

あ っ た ため に ， こ の 視点 を深化 させ る こ とが で きなか っ た 。 オ グブの 「カ
ー

ス トラ イ

ク ・マ イ ノ リテ ィ 」 概念 は ， その 内容 とし て はデ ヴ ォ ス と我妻の 比較研究 と同 じベ ー

ス の もの で あ る が ， ホ ス ト社会 とマ イノ リテ ィ と の 関係 をよ り包括的 に 表現 して い る

点で ， 部落問題研究の み ならず ，
マ イ ノ リテ ィ 研究全般 に 大 きな前進 を もた ら した と

い え る 。

（2） マ イ ノ リテ ィ の 教育達成とカ ース トバ リァ
ー （caste 　barriers）

　 で は ，
カ ース トラ イ ク ・マ イ ノ リテ ィ は ， 近代社会の どの よ うなメ カ ニ ズ ム に よ っ

て ， そ の 教育達成を阻まれて きたの で あろ うか 。 オ グ プ の 初期の 研 究で は次の よ うに

説明 され て い る。 す な わ ち ， ドミナ ン トグル
ープが ， 地位獲得の 様 々 な局面に お い て

カ ー
ス トバ リア

ーを意図的 ・無意図的 に設定す る こ とに よ っ て ， カー ス トラ イ ク マ イ

ノ リテ ィ は その 生存の ため に ア ウ トカー ス ト的地位 に 適応せ ざる を得 な い よ うに追 い

込 まれ ると い うの で あ る 。

　 カ ース トバ リア
ー

の例 と して は ， ア メ リカ の 「ジム ・ ク ロ ウ （Jim　Crow）法」 等，

生活 の あ らゆ る面 に わた っ て 白人 と黒人が 分離 （segregate ） され て い た事実 が有名

で あ るが ，
こ こ で 問題 とな るの は特 に 教育 へ の ア ク セ ス と職業的地位 へ の ア ク セ ス の

問題で あ る。 オ グ プ （1978）や リーバ ー ソ ン （1980）が詳述 して い る よ うに ，奴隷解

放以 降 も黒人 に 対 し て は 「劣 っ た教育 （inferior　 educati ・n ）」 が伝統的に提供 され ，

それ ゆえ に 黒人 に と っ て 長 ら く教育 は，集団 と して の地位上昇 を もた らす手段で は あ

りえ なか っ たばか りで な く，む しろ黒人 の 伝統的 な職業的地位 を再生産す る もの で あ

っ た 。 ま た ， 産業構造の 変動期 に も ， 社会的 に よ り低 い とみ なされ た職業的地位 を準

備す る教育 を黒人 に 対 し て 提供す る こ と を通 じて ， 相対的 な黒人 の 職業的地位の 低 さ

が その ま ま維持 され て きた 。 さらに は，同 じ教育程度の 黒人 と白人 を比 較 した場合 ，

黒人 は よ り低 い 社会 的 ・ 経 済的地位 しか得 る こ とが で きなか っ た 。 こ れ らの カ ー ス F

バ リア ーの 結果 ，
「カ ー ス ト ラ イ ク ・ マ イ ノ リテ ィ の 大部 分が ， 最 も望ま し く な い と
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されて い る職業に就 か され る こ と とな る 。 従 っ て ， カー ス ト的社会で は ， 職業は ， 二

つ の 大 きなカ テ ゴ リーに 大別 され る こ と とな る 。 す な わ ち ジ ョ ブ ・シ ー リ ン グ （job

ceiling ）よ り上 の 職業 と下の職業で あ る」 （Ogbu 　 1978
，
　P ．29）。 こ の よ うな ジ ョ ブ ・

シ ー y ン グの もとで は ， カー ス トラ イ ク ・マ イ ノ リテ ィ の 子 どもた ちは，努力の 量 と

それ に よ っ て 得る こ と の で きる将来の 地位とを天秤に か けた場合 ， 学校で 努力す る こ

とに 大 きな意義を見 い だす こ とがで きな い 。 ま た ， こ の よ うな学校で の 経験は ， 世代

を重ね るに つ れ て蓄積 され ， カ
ー

ス トライ ク ・マ イ ノ リテ ィ 特有の 学校観 ・ 教育観を

形成す る に至 る 。 そ して それ が ， 伝統的なア ウ トカ ース ト的地位 ・ 職業に よっ て 生み

出 され る黒人 コ ミ ュ ニ テ ィ 固有の 環境や文化と あい ま っ て ， 黒人 の 子 ど もの 社会化過

程 に も影響 を及ぼ し， イ ニ シ ア テ ィ ヴや 自主性 とい っ た モ テ ィ ヴ ェ
ー

シ ョ ナ ル ・ ス キ

ル （motivational 　 skil1 ） に も違 い を生み だ し ， ひ い て は低学力 をもた らす とい うの

で ある 。
こ の よ うな過程 をオ グブは ， 次 の よ うに 表現 して い る。 「低 学力 は ， 質の 高

い 教育が な くて もつ ける ， 成人後の 低 い 社会的 ・ 職業的地位 へ の 適応 なの で あ る 。

一

方で ， ドミナ ン トな白人 カ ース トは ， 黒人 に 対 して 劣 っ た教育を提供 し ， それ に よ っ

て 就学後 に か れ らの 大部分 を劣 っ た職業 へ とチ ャ ネ リ ン グす る こ と に よ っ て ， こ の 適

応 を維持 させ るの で あ る。 他方で は ， カ ース トシ ス テ ム の もと で 生成 され た黒人環境

に 固有の 構造的 ・文化的特徴 もまた ， こ の 適応を維持 させ るの で ある。 カ ー ス トバ リ

アーは こ の よ うに して ， 黒人 の態度 ・ 諸機関 ・ ス キル に 対して ， 間接的で とらえに く

い 影響 を及ぼす こ と を通 じて
， 低 学力 を促進す る こ とが 可能 な の で あ る」 （Ogbu

1978，p．213）o

　オ グブの カ
ー

ス トバ リア
ー
理論 は ， カ

ー
ス トライ ク ・マ イ ノ リテ ィ の 教育達成を，

所得水準や言語的 ・文化的相違 と い っ た要因に よ っ て の み説明 しよ うとす る従来 の ア

プ ロ ーチ に 対す る
， 重要な批判 と な っ て い る 。

マ イ ノ リテ ィ の 学力の 規定要因 を探 る

こ とを 目的 として ，数多 くの 計量的分析や，教室 内で の観察に基づ くエ ス ノ グ ラ フ ィ

カ ル な研究が 行 われ て い るが ， こ うした調査で は 階層や言語等の 要因に ウ ェ イ トが置

か れ が ちで ある 。 例 えば ，
V イ ノ リテ ィ の 社会化過程が 劣 っ て い る とす る 「文 化剥奪

（cultural 　deprivation）論」
（4）

や ，
マ イ ノ リテ ィ の 持 つ 言語 ・ 文化が ，学校で 使用 さ

れ て い る言語や文化の 体系 とは異な っ て い るため に ， 不適応が起 こ る とす る 「文化葛

藤 （cul 加 ral　 conflict ）論」
（5）

は ， 社会化過程や言 語 。 文化 の 違 い その もの が ，実 は

陰に 陽 に存在す る カ ー ス トバ リア ーに よ っ て 生成 され た もの で あ る と い う側面 を見落

と して い るばか りで な く ， 今 日に お い て もこ れ らの 相違が カ ー ス トバ リア ーの 存在 に

よ っ て 維持 され て い る と い う側面 を も見落 と して い る の で あ る。 職業的地位配分 に 際
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して ，
マ イノ リテ ィ はそ の能力や 業績に よ っ て 評価 されて は い な い と い う現実 が ある

中で は， 社会化過程の 「改善」 とか ， 学校で の 文化摩擦の緩和 とか の 方策は， 対症療

法的 な もの に 留 まら ざる を得 ない どこ ろか、そ の 効果 をあげ るこ とす らまま な らない

で あ ろ う。 連邦政府に よ る 「補償教育政策 （Compensatory　Education 　 Policy）」 の 失

敗 の 主た る要因 も， こ の 点 に ある とオ グ ブは指摘 して い る 。

（3｝ カル チ ュ ラル モ デル （CU 且tural　 model ）の 形成

　 しか し こ の 解釈で は ， ホ ス ト社会 へ の参入 の 初期に お い て カー ス トライ ク ・マ イノ

リテ ィ と同 じよ うに カー ス トバ リア
ー

に遭遇 した移民 マ イ ノ リテ ィ が ， なに ゆえ に学

校教育に お い て 成功 した か を ， 依然 とし て 十分 に 説明 す るこ とが で きない と ， オ グブ

は感 じた 。 移民マ イ ノ リテ ィ は ， 職業的地位配分等に 際 して 彼 らの教育達成が過小評

価 され る と い う事態に 直面 しなが ら もなお ， 教育達成 を最大化す る努力を放棄 しなか

っ たの で あ る 。

　オ グ ブ の 1980年代以降の 理論的関心 は，主 として こ の 点 に 向 け られ て きたが ， 移民

マ イ ノ リテ ィ と カ ー ス トラ イ ク ・マ イ ノ リテ ィ の ク ロ ス カ ル チ ュ ラル な研究 を通 じ

て ， 最近で は マ イ ノ リテ ィ の 集団的なア イデ ン テ ィ テ ィ に つ い て 次の よ うに 言及 して

い る。

　彼 は ， 移民 マ イ ノ リテ ィ とカ ース トラ イ ク ・ マ イ ノ リテ ィ と い う類型 を ，
「ボ ラ ン

タ リー マ イ ノ リテ ィ　（voluntary 　 minerities ）」 と 「イ ン ボ ラ ン タ リーマ イ ノ リ テ ィ

（involuntary　mlnorities ）」 に 再類 型化 して い る （Ogbu 　 1987）。　rv イ ノ リテ K グ ル

ープ は ， それ ぞれ の 社会に ， ボ ラ ン タ リーま たは イ ン ボ ラ ン タ リーな態度の い ずれ か

で 参入す る。
ボ ラ ン タ リーに 参入 した人 々 は移民で ある 。 移民マ イノ リテ ィ は ，

一
般

的 に ， そ の 社会へ と移動す る こ とが， よ りよ い 経 済的状況 ， あ ら ゆ る面で の よ りよ い

機会 ， よ り大きな政治的 自由を もた らす と信 じたか ら こ そ 移動 した の で あ る 。 これ ら

の 期待は， ドミナ ン トグ ル
ー ブの 人 々 や それ らの 人 々 に よ っ て コ ン トロ ー ル されて い

る諸機関に よ る彼 らの 扱 い に対す る ， 移民 マ イノ リテ ィの 認識 と反応 に対 して 影響を

及ぼ し続け る。

…それ とは対照 的に ， 非移民 マ ・f ノ リテ ィ ，す なわ ちイ ンボ ラ ン タ リ

ー
マ イ ノ リテ ィ と私 が呼ぶ 人 々 は ， 当該社会 へ と ， 奴隷制 ， 征服 ， 植民地化 に よ っ て

組み 入れ られ た人 々 で あ る 。 彼 らは多 くの 場合 ， 自由を奪 われ た こ とに対 して 遺恨 を

抱 き， 彼 らに 対す る 社会的 ， 政治的 ， 経済的 バ リア ーを， い われ な き抑圧 で あ る と認

識す る」 （Ogbu 　 1991，　pp ．8−9）。

　 オ グブは ， カ ー ス トライ ク ・マ イ ノ リテ ィ が ， ホ ス ト社会へ と征服 ・ 植民地化 ・ 奴

隷制な ど に よ っ て 強制的に 参入 させ られ た とい う歴史的条件の 違 い が ， 移民 マ イ ノ リ
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テ ィ とカ ー ス トラ イク ・マ イノ リテ ィ の 集団的ア イデ ン テ ィ テ ィ の 違い を もた ら し，

ひ い て はそれが ， カー ス トバ リア ーや偏見 。差別等の ， ホ ス ト社会に お けるV イ ノ リ

テ ィ に 対す る ドミナ ン トグ ル ープお よび彼 らが コ ン トロ
ー

ル す る諸機関の態度を どう

認識す るか （perception）の 違b とな っ て い る と説明す る。 こ の よ うな認識の 枠組み

を オ グ ブは 「カ ル チ ュ ラル モ デル （cultural 　 model ）」 と呼ん で い る （Ogbu　 1990）。

カ ー
ス トバ リア ー理論で は ， 達成動機が カ ー

ス トバ リア
ーに よ っ て 条件づ けられ た も

の と して扱われ て い たが ， カ ル チ ュ ラ ル モ デ ル 論で は ， ホ ス ト社会 へ の 参入の あ り方

と い う歴史的条件 に よ っ て 大 き く左右 され るもの と して 扱われ て い る 。 両者の 関係に

つ い て オ グ ブ は明確に 言及 して は い ない が ，
ホ ス ト社会 へ の 参入時に 形成 され た カ ル

チ ュ ラル モ デ ル が， その 後遭遇す るカ
ース トバ リア ー

の あ りよ うに よ っ て 様 々 な形態

を とる とと もに ， 感情的な対立感が強化 され た り緩和 され た りす る もの と考え られ て

い る よ うで あ る。

　カ ル チ ュ ラ ル モ デ ル に関 して は，今後 ，
エ ス ノ グ ラ フ ィ

ーや歴史考証 を通 じて 検討

しな けれ ばな ら な い 課題が 多 い と い え よ う 。 また ，
カ ー ス トバ リア理論が ， 様 々 なカ

ース トバ リア の 存在 に よ っ て 条件づ けられ た認知的な動機を問題 に す るの に 対 して ，

カ ル チ ュ ラ ル モ デ ル 論が集団間の 感情的対立 を問題 に して い るな ど，双方の 関係 に つ

い て 未整理 な部分 も少な くな い 。 ホ ス ト社会へ の 参入 の時期が ， 黒人 と移民で はか な

り違 っ て お り， 個 々 の 集団が 直面 した カ ース トバ リアーが質的 に異な っ て い る こ との

検討が 不十分 なま ま カ ル チ ュ ラ ル モ デ ル 論を展開 して い るこ と に その 原因が あ る の で

は な い か と筆者に は 思われ る。 しか し ， オ グブの こ う した人 類学 的ア プ ロ ーチ は ， 流

動的性質 を持 つ 「階層」の 問題 と は違 っ て ， 歴史的 ・固定的性質を持つ 厂生 まれ に よ

る属性」 の 問題を検討す るに あた っ て は ， 歴史的条件を顧慮 しなければ ならない とい

うこ とを鋭 く指摘 して い る と同時に
， その 方法に つ い て も示唆す る とこ ろが多 い 。 そ

こ で ，以 下 オ グ ブの 理論的枠組み を手がか りに ， 日本の 部落民の 教育達成の 動向を中

心 に， 日本に お け る カー ス ト的層化 に つ い て検討 して み る こ と に す る 。

4 ．近代 日本の 教育に お けるカ ース トバ リア ー

　すで に 見た よ うに ， 部落子弟の 高校 ・ 大学進学率や学力に関す る デ ータ は ， 部落民

と一般 と の 間の 教育達成水 準 ・ 学 力水準 の 相対的 な格差が 戦後
一

貫し て 変化 して い な

い こ とを示 し て い た 。 オ グ ブ の 理 論 に よれ ば， こ の よ うな教育達成水準の 動向は ，
カ

ー
ス トラ イ ク ・マ イ ノ リテ ィ に 典型 的 な もの だ とい え よ う。 また ， 表 3 は部落児童 ・

生徒の 進路希望 に つ い て 見 た もの だが ， 部落子弟は総 じて 進学意欲 が 小 さ く ， しか

222

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

「部落」 マ イ ノ リテ ィ と教育達成

表 3　 部落児童 ・ 生徒の 進路希望

八 頭 （1989） 徳島（1987） 大阪 （1989）

小 3　 　 中 2 中 1　　 中 3 小 5　　 中 2

部落　一般 部落　
一

般 部落　
一

般　部落　一般 部落 一般　部落 　一般

未定 48．1　 55．3　 17．7　 15．814 ．2　 8．1　 4．8　 2．721 ．0　 18．7　 14．4　 10．9
就職 6．0　 2．9　 0．0　 0．422 　　0．7　 1．6　 0．73 。1　 3．2　 1．7　 1．1
家事手伝い

　 冖 一 一 0．7　 0．7　 0．5　 0．4 一 ＿ 　 ＿

専門学校 4．8　 2．2　 L6 　 1．03 ．3　 2．5　 2．5　 2．08 ．6　 6．0　 5，0　 3．0

高校 まで 22．9　 17．8　69．3　 52．661 ．2　　54．8　　75．8　　63．837 ．6　 28．2　 47．0　 35．9

短大 まで
＿ ＿＿ 一 ＿ 一 ＿ 一 ＿ 6．4　 9．3　 6．4　 12．4

大 学 ま で 18．1　 21．8　 11．3　 30．318 ．0　 32，9　 14．4　 30．223 ．1　 34．0　 23．9　 35．5

N ＝ 83　 628　 　 62　 679451 　 730　 438　 748425 　 1753　 445　 2293

（八 頭 ） 鳥取県八 頭 郡 同和教育研 究会 ・隣保館協議会 ， 未公開資料 ， 1989
（徳島）徳島県教育委員会 『徳島県 総合教育実態調 査分析結果 報告書亅， 1991

（大阪）学力総合実態調査実行委員会 『学力総合実態調査報告書』，1991　 よ り作成

も ， 小学校の か な り早い 段階か らその 傾向 を見 い だす こ とがで きる。 こ れ は ， 教育達

成水準の 相対的低 さの 背後に
， 達成意欲 その もの の 低 さが存在 し て い る こ とを示唆す

る もので あ り，
カ ー

ス ト的層化の シ ス テ ム が カ ー ス トライ ク ・ マ イ ノ リテ ィ の 達成動

機 に影響 を及ぼす とす るオ グ ブの 理論的枠組み が ， 部落民 の場合に も妥 当す るの で は

な い か と予測 させ る もの で ある と い え よ う。 実際 に は ， カ ー ス ト的層化 と達成動機の

関係に つ い て は，詳細なエ ス ノ グ ラ フ ィ
ーや計量的調査が必要で あろ うが ， 今の と こ

ろ そ うしたデ ータ を手 に 入 れ る こ とはで き ない 。 本稿で は ， 日本に お
・
け るカ ー ス トバ

リア
ー

に つ い て検討 し ， 今後の オ グブ理 論の 検証の ための ，

一つ の 土台 を提示 して お

きた い
。

（1＞ 「劣 っ た教育」 へ の ア クセ ス

　戦前に お い て は ， 部落民 に 対 して 陰 に 陽 に カ ー ス トバ リア ーが 設 け られ て い た こ と

は，部落史研 究を通 じて か な り明 らか に な っ て きて い る。 第 1 に ， 明治の 解放令 と同

時に，徳川期賤民 が独 占権を有 して い た皮革等の 産i業が 自由化 され た こ とや ， 刑吏等

の 仕事か らも解任 され た こ とに よ っ て ， 部落民 が急速 に そ の経済的基盤 を失 っ て い っ

たその 時期 に ， 受益者負担 に よる学校の 設立が な され た こ とで ある。 その 結果 ， 部落

民 の コ ミ ュ ニ テ ィ が運営す る学校は ， 当初か ら施設 ・設備等の ハ
ー ド面 に お い て も ，

教員配置等の ソ フ ト面 に お い て も劣 っ た もの と な っ た （安川 寿之 輔 1978 ； 安川 重行

1978 ；安達 ig80
，
1983）。 また ， 学校を設置す る こ とがで きなか っ た被差別部落 も多

くあ り， こ れ らの 学校 は明治中期まで 「未就学地域 」 とし て 取 り残 され る こ とが しば

しば あ っ た （奥田 1983）。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 223
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　第 2 に
， 間 もな く学校教育の 公費負担制度が 導入 され は じめ たが ， そ の 際に 行われ

た学区統合の 過程で ， 部落民だ けを対象とす る い び つ な学区分 けが行われ ， 部落民が

引 き続 きハ ー ド ・ ソ フ ト両面で 劣 っ た 「身分学校」 へ の 通学 を余儀な くされ たの で あ

る （安川寿之輔 1978 ；安川重行 1978 ；安達 1983　；尾崎 1992）。

　第 3 に ，
1890年前後に こ の よ うな 「身分学校」 が廃止 され る過程が み られ るが ，

一

般民 との統合が 図 られ た後 も，教師や 一
般生徒か らの 差別的言動 に さら され続けたの

で ある。 部落子弟 だ けを別の学級 に編成 した り， 教室 の
一

角 に集め て 座 らせ る等 ， 教

師に よ る実質的な 厂分離教育」 があ っ た こ とな どが記録され て い るが （安川重行 197

8），
こ う

’
した扱 い が，部落児 童 ・ 生徒 の 達成意欲 に 水を さ した こ と は推察 に 難 くな

い o

　第 4 に ， 小学校へ の 就学状況が著 し く低か っ た都市部落に お い て は ，
こ うした状況

に 対応するため ， 小学校簡易科 ， 簡易小学校 ， 夜学校 ， 勤労学校な ど，
「貧民救 済」

と 「就学率の 向上」 を 目的と した特殊な小学校が設立 され る こ とが多か っ た 。 戦前の

学校教育体系は こ う した 「階層学校」 の 体系で あ っ たが ， 部落民 に と っ て こ れ は実質

的 に 「身分学校」 で あ っ た （桑村 1983）。

　戦前の 学校教育体系に お い て は ， 部落民は その カ ー
ス ト的 な地位 ゆえ に教育機会そ

の もの か ら排除 され た り，劣 っ た教育へ の ア ク セ ス に限定され た り， 学校に お い て も

差別待遇 に 直面 して い た こ とは ，
こ う した事例 に よ っ て 明らかで あ る。 こ の よ うな公

教育に お け る様 々 な カ ー ス トバ リア
ー

は ， 部落子弟の 教育達成を直接 ・ 間接に 低め
，

部落民 をそ の ア ウ トカ
ー

ス ト的地位 へ と固定化 して きた と考え られ るの で あ る。 従 っ

て，戦前に お い て は教育 シ ス テ ム 自体が カ
ー

ス ト的層化の シ ス テ ム で あ っ た と い うこ

とが で きよ う。

　戦後の 教育制度改革に よ っ て ， 身分学校は も とよ り，階層的 な学校教育体系は基本

的 に解消 され ， 公教育 に お ける制度的な カ ース トバ リアーは解消 した とい え る 。 戦後

に お い て も， 部落を校区に含 む学校 へ の 赴任 を拒否 した り， その よ うな学校へ の 赴任

を 「左遷」 と とらえ る風潮が 長 ら く教員の 間 に 見られ た こ とは， しぼ しば指摘 され る

が， こ の よ うな意識をネガ テ ィ ヴな もの と とらえ る考え方 も ， か な り浸透 して い る こ

と も事実で あ る 。 しか し ，
こ の よ うな学校教育に お け る カー ス トバ リア ーの 漸減 に も

か か わ らず，部 落の 子 ど もた ち の 戦後の 教育達成の 推移 は ， 先 に 見た よ うva，部落民

が教育を集団的 な地位上 昇の 手段 と して 利用 し得て い ない こ とを示 して い る 。 こ の こ

とは ， 第 10C ， 戦後に お い て は ， 公教育 にお ける カ ー ス トバ リア
ー

に よる低 い 社会的

・ 経 済的地位 へ の チ ャ ネ リ ン グで は な く，就 職差別や部 落に特有 の 就 業構造 に よる ジ

224

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「部落」 マ イノ リテ ィ と教育達成

ヨ ブ ・ シ ー リ ン グ
｛6）

な どの 学校外 に お け るカ ー ス トパ リア
ーが ， 部落民 の 達成意欲

に 及ぼす影響がよ り重要な問題 とな っ て くる こ とを意味 して い る。 第 2 に ， 公教育に

お ける カ ー ス トバ リア ーや ジ ョ ブ ・ シ ー リン グ が達成意欲に 「水をか ける」 と い う形

で はな く， ドミナ ン トな一
般民や彼 らが コ ン トロ

ー ル し て い る教育や地位移動 シ ス テ

ム に 対 して ，依然 と して部落民 は不信 ・不満 を抱 い て お り， 根強 い 対抗的 なカ ル チ ュ

ラ ル モ デ ル を保持 して い る可能性 もある。
い ずれ にせ よ ， 戦後 の 公教育シ ス テム と部

落民の 教育達成の 動向を考えれ ば ， 達成動機 ・ 達成意欲の 問題が焦点化され ざる を得

な い と い え よ う。 以 下で は， こ の 第 2 の 点に絞 っ て ，若干 の考察を行 っ て お きた い
。

（2｝ 部落民の カル チ ュ ラ ル モ デ儿

　オ グ ブ の カ ル チ ュ ラル モ デ ル 論は ， 奴隷制や植民地化な ど， ホ ス ト社会 へ の 参入 の

あ り方が ボ ラ ン タ リー
で あ るか な い か を問題に して い る 。 部落民 の 場合， い つ の 時点

を 「ホ ス ト社会 へ の 参入」 と とらえるか は難しい 問題で は あ るが ， 少 な くと も封建的

身分制の最下 層 に 位置づ け られ た こ とは明 らか に イ ン ボ ラ ン タ リーな もの で あ る と い

え よ う。 しか し近世 社会は，地位移動 の 非開放性 を原則 とす る社会で あ る の で ， 部落

民 だ けが地 位移動 を制限 され て い たわ けで は な い
。 他 方 ， こ れ を 「近代社会 へ の 参

入」 と と らえれ ば ， 明治維新 の 時期が それ に 当 た るが ， こ の 場合 「解放 令」 を は じ

め ， 地位移動の 自由を理念 と して は保障す る措置を と もな っ て い た の で あ るか ら， 表

面上は イ ン ボ ラ ン タ リーに カ ー ス ト的地位へ と組み込 まれ た とは い え ない
。 しか し実

際 に は ， 近世 に お い て 形成 され た居住地域の 分離 は 引 き続 き存続 し， なお か つ ， 宗門

改め と い う近世 の 人民管理 の 形態 は ， 宗教的慣習 と して 近代 に 引 き継がれ ， さ らに

は ， 明治 4 年 に編纂 され た 「壬 申戸籍」 に は ， 旧身分お よ び旦那寺が 記載 され る な

ど，準制度的な形態で 部落民 は引 き続 きア ウ トカ ース ト的地位 に とどめ お かれ た。

　 またすで に 見た よ うに ， 明治期の 教育の あ りよ うを見て も， 部落民 を近世 と同様の

ア ウ ト カ ー ス ト的地位に 置こ うとす る意図が ドミナ ン トな
一

般民 の 間に 働 い て い た こ

とは確か で あ ろ う 。 従 っ て ，部落民 が ド ミナ ン トな一
般民 に対 して 対抗的 な カ ル チ ュ

ラ ル モ デ ル を形成す る 条件は あ っ た と い え よ う。

　実際 に 部落民が どの よ うな カ ル チ ュ ラ ル モ デ ル を形 成 して い たか を確認 しうる資料

は乏 しい
。 今 日こ の 点 に つ い て 検討す る材料 は少 な い が，筆者 は，明治以降の 都落民

の 地位向上 運動 （水平社運動 ・部落解放運動 ）が ， その 形態や イデ オ ロ ギーな どの 点

で ア メ リカ の 黒人 をは じめ とす る カ ー ス トラ イ ク ・マ イ ノ リテ ィ の 地位 向 ．ヒ運動 と類

似す る点が多 い こ とか ら，
こ れ らの 運動が なに を どの よ うな形で 問題 と して きたか を

検討す る こ と が ， 部落民 の カ ル チ ュ ラ ル モ デ ル を探 る有効 な手 段 で は な い か と考 え
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る。

　例え ば， 部落民の カ ー
ス トバ リア ーに対す る集団的な抗議行動は ， すで に 1890 （明

治23）年に 奈良県に お い て 身分学校反対の 運動が あ っ た こ とが 記 され て い る 。 ま た ，

明治期 に お ける部落民 の 地位向上運動 は ， 特に 教育 に対 して 向けられ て い た 。 1922年

の 水平社創立 とその 急速 な勢力拡 大を受 けて ， 司法省調査課が行 っ た水平社の 調査報

告に お い て
，

「差別的言行 rc対す る糾弾事件数 は大正 十 二 年三 月か ら同十三年三 月に

至 る満一箇年丈で も総数
一

、 四 三二 件 の 驚 くべ き数字を示 して 居 る 。 而 し て 其大部分

は小学校 に お ける差別事件で あ る」 と述べ て い る （安川寿之輔 1978）。 こ う した実態

か ら， 明治 か ら大正 に か けて の教育 にお ける カ ー ス トバ リア ーが か な り厳 しい もの で

あ っ た こ とを窺 い 知 る こ とがで きるば か りで な く
，

こ うした カ ー
ス トバ リア ーに 直面

す る申で 集団 と して の利益の 擁護が 意識 され ， 「部落民 」 と い う集団 と し て の ア イ デ

ン テ ィ テ ィ が 形 成 され て きた 様子 を窺 う こ と もで き る 。 ま た こ の ア イ デ ン テ ィ テ ィ

は， ドミナ ン トな一
般民 に対す る対抗的感情を色濃 く滲ませ て い る こ と も， r水平社

宣言』 の 内容か ら もみて とれ よ う 。 さらに は ， 水平社運動が 教育に お けるカ ース トバ

リアーに 対 して 特に強 く抗議 した と い う点 は ， カー ス トラ イ ク ・ マ イ ノ リテ ィ の 対抗

的なカ ル チ ュ ラ ル モ デ ル の 形成に あた っ て ， 教育シ ス テム の あ り方が 重要 な役割を果

た し た こ とを示 し て い る よ うに 思われ る。

　 カ ル チ ュ ラ ル モ デ ル が どの よ うな形 で 教育達成意欲 に 反映 して い る か とい うこ と

も， 今後検討 の 余地 を残 し て い る問題で ある。 日本の カー ス トラ イ ク ・ マ イ ノ リテ ィ

の
tt．一

つ と考え られ る在 日韓国 ・朝鮮人 に 関 して ，次の よ うな事例が 報告 され て い る 。

ル ポ ライ ター
の 関川夏央が ， 元広島 カ ー プの ピ ッ チ ャ

ー
で 在 日韓国人 で あ る張明夫

（福士明夫） に イ ン タ ビ ュ
ー した中で ， 張 は ， 日本で はま と もな就職が で きない と感

じて い たが ゆ えに ， 小 さ い 頃か ら プ ロ 野球
一

本 に進路 を絞 っ て い た と語 っ て い る 。 ま

た続 い て ， 次の よ うに 語 っ て い る 。

　「大阪の い ち ばん 韓国人 の 多 い 地域で すが ， そ こ の 小学 校の 文 集 を見たん で す 。 60

パ ーセ ン トが在 日の 子 どもで す。 普通 ， 日本人 の 学校や っ た ら ， 例 えば パ イ ロ ッ トに

な りた い とか ， 商社に 入 っ て ニ ュ
ーヨ ー クで 仕事 した い とか ， 総理大臣 に な りたい と

か ， ま ア 夢を書 きますね 。 それが な い ん で す 。 も っ と現実的なん で す 。 児童は児童で

す ， 日本人 も韓国人 も。 しか し， 夢が な い 。 知 り合 い の 誰そ れ さ ん の と こ ろ へ 就職す

る，パ チ ン コ 屋 に な る，そ うい うこ とを書 くわ けで す 」。 「そ こ に 壁が あ る こ と を知 っ

て い るん で す 。 は っ き りと。 在 日の 子は 誰で もそ うで す 。 壁が あ る，限界が あ る い う

こ と をなん とな く， しか し骨身 に しみて 知 っ て い るん で す ね 。 自分 に も覚 えが あ りま

226

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

「部落」 マ イ ノ リテ ィ と教育達成

す 。 だか ら彼 らの 気持ちが よ く分か ります （関川 1988， pp ．176− 178）」。

　 こ の 事例 は，今 日の カ ース トラ イ ク ・ マ イ ノ リテ ィ の 子 ど もた ちが ， カ ー ス ト的層

化の シ ス テ ム を漠然 と意識 し ， ドミナ ン トな日本人の 子 ど もとは明 らか に 違 っ た達成

意欲 ・達成動機を持 っ て い る こ とを的確に とらえた もの で あ る 。 カ ー ス トバ リア
ー
理

論 に従 え ば ， これ は就職差別が あ る こ とや ， 在 日朝鮮 ・ 韓国人 に開かれ た就業ル ー ト

が限 られ て い る こ とを子 どもた ちが認識 した結果で あ る と解釈 され よ う。 カ ル チ ュ ラ

ル モ デ ル 論に従 えば，在 日韓国 ・ 朝鮮入 が ， その 意志 に 反 して 強制的に 日本社会の ア

ウ トカ ー ス ト的地位 に組み 込 まれ たが ゆえ に ， ドミナ ン トな 日本人お よ び 日本人が コ

ン ト n 一
ル す る学校そ の 他の 機関 に対す る払拭 し難 い 不信感が あ るか らだ と解釈で き

る。 カ ル チ ュ ラ ル モ デ ル 論は ， 当 該集団の ホ ス ト社会 へ の 参入 の あ り方 と現在 とを結

ぶ 論理 と して 大きな可能性を秘め て い る もの の ， それ ぞれ の マ イ ノ リテ ィ 集団が たど

っ た歴史過程 を十分に 検討 しなけれ ば，過去 と現在 とを無媒介 に結び つ ける危険性が

あ る こ とも指摘 して お きた い
。 カ ル チ ュ ラ ル モ デ ル 論 へ ど

．一
足跳 びに 進 む の で は な

く， 近代社会 に お け るカ ー ス トバ リアーの 変遷 と現況 ， それ に 対す るマ イ ノ リテ ィの

側の リア ク シ ョ ン に つ い て ， よ り詳細なク ロ ス カ ル チ ュ ラ ル な検討が 必要 とされ て い

る 。

5　 まとめ

　近代社会は ， そ の 平等原則 に もか か わ らず ， 地位移動 の シ ス テ ム を無差別 に 開放 し

て い るわ けで は決 し て ない
。 当該社会の ド ミナ ン トな人種的 ・ 民族 的 ・ 言語的 ・宗教

的 グ ル ー プ
， す なわ ち 「生 まれ に よる属性」 に 基 づ くア イ デ ン テ ィ テ ィ を保持す る ド

ミナ ン トグ ル ープが ， 自分 た ち とは異質な集団に対 して ，移民管理等の 合法的 ・ 制度

的な次元 だけで な く， ス テ ィ グマ 等の 心理的な次元 を も含 む様 々 なレ ベ ル で ，バ リア

ー を形成 し て い る こ とは疑 い の ない 事実で ある よ うに 思 え る 。 経 済市場 ・労働市場 な

ど， 地位移動 に 密接 に 関わ る側面で ， 異質なグ ル ープ問の 接触機会が限 りな く拡大 し

つ つ あ る今 日 の 時点に お い て ， 近代社会の 諸シ ス テ ム が 「生 まれ に よ る属性」 を どの

よ うに扱 っ て きたの か を検討す る こ とは， 今後極 めて 重要 な問題 となろ う。 こ れ は，

現代社会に お けるエ ス ニ シ テ ィ の 研究者で ある梶田が ，
「業績 主義 が 社会の 主要な配

分原理 と な り， ほ とん どの メ ン バ ーが 業績主義者 と化 した現在 ，純粋 な意味で の 業績

主義は む しろ例外で あ り， か え っ て 属性主義に 起因 す る社会問題 群が新た に 生み 出 さ

れて きた とい う事実 に 気づ く （梶田 1988）。 」 と指摘 し て い る こ と と も関連す る こ と

で あ る 。 カ ー
ス トラ イ ク ・マ イ ノ リテ ィ とそ の 教育達 成の 問題 は， こ の よ うな意味
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で ， 近代社会 と 「生 まれ に よ る属性」 との 関係を知 る上 で ， 重要な材料を提供 して く

れ て い る よ うに 思われ る 。

〈注〉

（1〕 明 治 4 年 （1871年 ）太政官布告第61号。
「え た」 「非人」等の 称を廃 し ， 身分 ・ 職

　 業 とも平民同様 とす る こ とを布告 した もの 。

（2＞ 本稿で は ， 被差別部落民 を 「部落民 」 と標記 し ，
こ れ と対比す る意味で の ドミナ

　 ン トな 日本人を 「一般」 と標記す るこ とに す る。 国内の 調査等に お い て は ， 同和対

　 策事業が属地的基準に よ っ て 行われ て い る ため ， 「地区住民 」「地区 外住民」 と標記

　 す る こ とが 多い 。 こ こで は ， ア メ リカ の 部落問題関連の 文献 に お い て すで に
“
ip・

　 pan
”

と い う概念が 流通 して い る と い う事情 と ， 属人 的属性で あ る こ とを強調す る

　 ため に ， この よ うな標記 を便宜的 に 採用 した 。 た だ し ，
「一般」 と い う概念 に は ，

　 「ノ ーマ ル な」 とい う意味あ い が付随す る こ と もあ り， 部落民 が ノ ー
マ ル な 日本人

　 で は ない と い う意味 に受 け取 られ か ね ない 面が あ る こ とに 注意 し な けれ ば な らな

　 い Q

｛3） ベ レ マ ン は イ ン ドの カ ー ス トシ ス テ ム は ， 狭義に は，宗教的性格 を強 く帯 びて い

　 る点や カ ー ス ト間の 関係が非常 に複雑な もの で あ る など ， イ ン ド社会に 特有の もの

　で あ るが ，
「族内婚集団の 区別 に 基づ く社会階層構造で あ り， 当該集 団 へ の 帰属が

　生得的か つ 永続的で ある」 と広義に 解釈すれ ば， ア メ リカ の 人種関係 を は じめ ， 類

　 似す る社会
一
文化現象の ク ロ ス カ ル チ ュ ラ ル な分析の 枠組み と して 使 う こ とが で き

　 る と して い る （Berreman 　 1960）。 オ グ ブは べ レ マ ン の こ の 解釈 をさ らに発展 させ ，

　 カ ー ス ト問の 通婚の 禁止 や居住地の 分離 ， 就職 を は じめ とす る経 済的活動に お ける

　差別，学校教育等の 公的機関や 社会団体か ら の 排除な ど， ア メ リカ の 人種間や 日本

　の 部落民 と
一

般の 間 に 見られ る社会関係 と共通す る現象は ， 同 じ社会構造的原則 に

　基づ くもの と解釈 して い る。
こ の 社会構造的原則に よる層化 を 「カ ー ス トラ イ ク な

　層化 （castelike 　 stratification ）」 と よ び， イ ン ドに 固有の 「カ ー
ス ト」概念 と区別

　 して い る （Ogbu 　 1978）。 従 っ て ， オ グ ブ の 「カ ー ス トラ イ ク 」 概念 は ， イ ン ド固

　有の 「カ ー ス ト」 との ア ナ ロ ジ ーに よ っ て ク ロ ス カ ル チ ュ ラル な分析を行 うための

　構成概念で ある と い え よ う。

（4） ジ ョ ン ソ ン 政権下の 連邦政府の v イノ リテ ィ 政 策 に大 きな影響 を与 え た ，
い わ ゆ

　 る 「モ イ ニ ハ ン ・レ ボ ー ト」 に よ っ て 使われ た概念 （Moynihan 　 l965）。

（5） 文化葛藤論 に つ い て は ， 森 （1986）に 詳 し い 。
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｛6） 就職 に際す る部落民 に対す る差別 は ， 1972年 に閲覧禁止 とな るまで 簡単 に 閲覧で

　 きた 「壬申戸籍」 に 基づ い て 行われ て い た。 こ の 戸籍の 閲覧が 禁止 され た前後に ，

　 い わゆ る 厂部落地名総鑑」 が 多 くの 企業に 出回 っ て い た こ と は周知 の 通 りで あ る

　 （鍋島 1990）。

〈引用文献 〉

赤塚康雄　1987，
「夜間小学校の 設立 と歩み」 大阪府教育資料欒編纂委 員会編 r大阪

　　　　　の 同和教育史』，
48−82頁。

安達五 男　1980，r被差別部落の 史的研究 』明石書店 。

　　　　　1983， r近代の 教育 と部落問題』明石書店。

Berreman
，
　 G ．　D ．

，
1960，　 Caste　 in　 lndia　 and 　 United　 States，　 American 　Journal　 of

　　　　　Sociolegy　 66，　 pp ．120− 127

Coleman ，
　J．　S．，　 E，　R ，　 Campbell ，

　 C 　J．　 Hobson ，
　J．　 McPartland

，
　 A ．　M ．　 Mood

，
　 F．　D ．

　　　　　Wernfield，
　 R ．　L ．　 York　 1966

，
　Equality　Of　Educational　 Opportunity，

　 U ．

　　　　　S．Government 　 Printing　Office．

De　Vos
，
　G ．　A ．，＆ Wagatsuma ，

　H ．　eds ．1967，
　Japan

’
s ∬nvisible 　Race

，
　Univ ．　of

　 　 　 　 　 California　PressE

福岡県教育委員会 ・同和教育実態調査実行委員会　1992， r同和教育実態調査報告書』

学力総合実態調査実行委員会 （大阪府） 1985，r学力 と生活 の 向上 を目指 して ，

一
九

　　　　　八 五年被差別部落の 子 どもの 学力実態調査』。

学力総合実態調査実行委員会 （大阪府） 1991，r学力総合実態調査』。

Gibson，　M ．　A ．1991，

“

Minorities　 and 　Schooling：Some 　 Implications
”

，　 in　Gibson ，

　　　　　M ．＆ Ogbu ，
　J．　U 、　eds ，　 Minority　Status　 and 　Schoeling

，
　 Garland　 Pub −

　　　　　1ishing
，
　 pp ．357− 381．

梶田孝道　1988 ， 『エ ス ニ シ テ ィ と社会変動』有信堂 Q

北 九州大学 ・ 北 九州産業社会研究所　1976， r同和地区実態調査 第 3 次報告書』。

高知県教育委員会 ， 1987， r同和教育実態調査報告書』。

桑村　寛　1983
，
r近代の 教育 と夜学校』明石書店 。

京都部落史研究所 　1991 ， r京都 の 部落史　 2　 近現代』。

Liberson，
S．1980

，
　 A 　Piece　 of 　the　 Pie ：Blacks　 and 　the　 White　 lmmig γ ants 　 Since

　　　　　1880
，
Univ ．　 of　California　 Press．

森 実 1986，
「70年代 にお け る教育不 平等論 の 展 開」 大阪大 学人間科学部社会教

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 229

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

　　　　　 育論講座 ・教育計画論講座 rマ イ ノ リ．テ ィ の 教育問題研究
一

ア メ リカ に お

　　　　　 け る最近の 動向一
』， 33−92頁。

Moynihan ，　D ．　P．1965
，　The 　2＞eg ア o　Family ： The 　Case　for　National　Action，

　Office

　　　　　 of 　Policy　Planning　and 　Research ；United　States　Department　of　Labor ．

Myrda1
，　G ． 1944

，　 An 　 American 　 Ditemma ；The 　 1＞egro 　 Problem　and 　 Modern

　　　　　 Demecracy
，
　Harper ＆ Brothers 　Publishers，

鍋島祥郎　1990
，

「被差別部落児童 ・ 生徒の 教育達成に 関す る調査 ・統計の 再検討

　　　　　
一

その 戦後の歩み と課題
一

」修士論文 。

　　　　　 1991　a ，「戦後学力調査 に み る被差別部落の 子 ど もた ち」 部落解放研究所

　　　　　編 r部落解放研究第78号』 ，
71− 101頁 。

　　　　　1991b ，「教育」 部落解放研究所編 r改訂図説今 日 の 部落差別』 解放 出版

　　　　　 社 ， 78−95頁 。

Ogbu ，　J．　U ．1974
，
　 The 丿＞ext 　 Generation

，
　 Academic 　 Press．

　　　　　 1978，Minority　Education　and 　Caste
，
　Academic 　Press

　　　　　 1981，

“

School　Ethnography ：AMultilevel　Approach ”

，
　in　Anthropolegy

　　　　　＆ Edacation　Quarterly，　 Vol・XII
，
1＞o ．1

，
　 Council　 on 　 AnthrQpology＆

　　　　　Education
，
　 pp．3−29．

　　　　　　1987，

“
Variability　 in　 Minority 　 Responses　 to　 Schooling ：Nonim ．

　　　　　migrants 　vs ．　immigrants
”

，　 in　George　and 　Louise　Spindler　eds ．∬nter −

　　　　　pretive　Ethnography　ef 　Education ，　LEA ，
　pp．255− 278．

　　　　　 1990，
“

Cultural　Models ，　Identity　and 　Literacy”
，
　in　Cultural　1）sycholo ．

　　　　　gy ，　Cambridge 　Univ ．　Press，　pp ．52（》− 540．

　　　　　 1991
，

“
lmmigrant 　and 　Involuntary　Minorities　in　Comparative　Perspec−

　　　　　tive
”

，
　 in　Gibson ，　M ．＆ Ogbu

， 」．　U ．　eds ．　Minority 　Status　and 　Schooiing
，

　　　　　Garand 　Publishing
，
　 pp．3−　33．

尾崎耕司　1992， 厂大正 期都市行政 と部落一神戸 市 に お ける r部落学校』 廃 校問題 を

　　　　　事例 に
一

」 部落問題研究所編 r部落問題研究第 117号』，83− 102頁 。

関川夏央 　1988，rソ ウ ル の 練習問題』 新潮文庫。

徳島県教育委員会　1991， r徳 島県総 合教育実態調 査分析結果報告 書 』。

津山市民主教育協議会調 査 部　1982
，

「中学生の 成績調査か ら ＝ 新 た な課題」 岡山県

　　　　　部落問題研究所編 r部落問題一季刊 ・調 査 と研究』 38号 ， 9− 16頁 。

安川寿之輔　1978， 「未解放 部落 の 教育史的研究 」部落問題研究所編 r部落問題の 教

　 230

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「部落」 V イノ リテ ィ と教育達成

　　　　　育史的研究』編者刊 ， 12−66頁 。

安川重行　1978 ， 「部落学校の 歴史的考察」 部落問題研究所編 r部落問題の 教育史的

　　　　　研究』 編者刊 ， 67−96頁 。

231

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


